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北九州労働者

の健康問題連

絡会議 発行

北九州労健連は、９月 27 日（水）18 時 30分

より戸畑生涯学習センターにて、「なくせじん

肺・アスベスト全国キャラバン北九州集会」を

開催し、47人が参加しました。

28 回目となる全国キャラバン行動の一環と

して開催された北九州集会では、主催者を代表

して田村代表幹事の開会あいさつから始まり、

大阪アスベスト対策センター幹事の伊藤泰司氏

より、「住民運動と建築労働者が結びつくたたか

いこそ、これからのアスベスト対策を考える」

と題した記念講演が行われました。

伊藤氏は、大阪府立金岡高校の耐震補強工事

での青石綿露呈・飛散事件、堺市の市有建物の

煙突ハツリ茶石綿飛散事件の第三者委員会の委

員を務めた経験から、建築物におけるアスベス

ト対策がまだまだ進んでいない日本の現状と、

事件からの教訓についてスライドを使って分か

りやすく話されました。

特にアスベスト含有建築物であっても不十分

な設計図書や目視調査により、含有されていな

いことになっている現状があり、解体工事現場

での専門家の眼が必要であり、アスベスト除去

作業後の完了検査制度がないことも問題である

と指摘。

被害の重さの理解を広め、住民と建設労働者

が結びつき、国交省石綿含有調査者の資格を取

り、専門家として自治体に積極的に関わること

が必要であると強調されました。

また、伊藤氏は泉南アスベスト訴訟を勝たせ

る会の事務局長として活動してきた経験から、

「産業発展やもうけの拡大よりも人の命の方が

重大であり、その方向に産業も発展するのが正

常だ」と述べ、「運動と裁判と政治を変える。こ

の三つの結びつきこそが社会を変える力」と語

り、アスベスト問題解決へ向けた日々の実践か

ら運動の広がりをつくりだす展望を持ってがん

ばろうと呼びかけました。

次に地元からの報告として、新日鉄住金アス

ベスト問題を考える会八幡の野澤代表より、ア

スベスト労災認定や健康管理手帳取得の取り組

みについて話され、労災認定されても責任を認

めない企業の態度を変えることの困難さがある

中でも、気概を持って救済活動を通じて労働行

政を動かしていくことの重要性が語られました。

最後に九州建設アスベスト訴訟弁護団・第一

法律事務所の池上弁護士より、建設アスベスト

訴訟の到達について報告され、国の責任の確定

を広げ、一人親方に対する責任、企業責任を必

ず認めさせ、石綿被害者補償基金制度の創設に

よる救済と、解体・改修工事、災害によるアス

ベスト飛散を防止するための対策要求を進める

ことで解決となると結びました。
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たまに近所の人にアスベスト裁判のことを話

すと、『まだ保証金がほしいの？九州は災害も多

いのにこれ以上国から金が出るわけがない』など

と言われます。理解のない人たちもいますが、私

たちはお金のためにやっているのではない。残さ

れた職人を守るためにやっていますと話され、参

加の皆さんは激励の拍手で応えました。

その他にも、会場よりＴＯＴＯでのじん肺被害

と労災認定があっていたがほとんど知られてい

ない現状があるとの発言や、学校ウォッチングで

発見したアスベスト建材が校舎や体育館に残っ

たままになっている問題について発言がありま

した。

（福建労北九州支部・平安将隆記）

建設アスベストデー大阪行動
‐９月 29 日（金）関西建設アスベスト訴訟統一本部行動 －

報告後の質疑応答では、九州建設アスベスト

訴訟遺族原告の柴田清子さんが発言し、「今年主

人が亡くなってから７回忌を終わらせました。

生きていたら 68 歳です。58 歳で中皮腫になっ

て、亡くなって４ヶ月くらいしてから労災がも

らえましたが、本人は労災のこともわからず逝

ってしまいました。

９月 29 日（金）関西建設アスベスト訴訟統一

本部は建設アスベストデー大阪行動を行い、首

都圏、関西、九州の建設アスベスト訴訟原告団、

弁護団、支援者の 80人が参加し、福建労より長

野副執行委員長、遺族原告の中村吉子さん、柴

田清子さんと私、平安の４人が参加しました。

10 月の神奈川連続判決行動の一環として、国

と建材メーカーに社会的責任をとらせるため、

①11 月 2 日の交渉の場を設定すること、②交渉

には責任ある立場の者が出席し対応すること、

③補償基金制度創設に賛同し応分の負担を行う

ことについて、国会議員、建材メーカー８社へ

７班に分かれて要請行動を行いました。

午前９時 30 分より中央公会堂にて行われた

スタート集会では、建設アスベスト神奈川訴訟

の西村弁護団長より、東京のぜんそく被害訴訟

を例に、「トヨタが確認書で社会的要請をふまえ

るとして救済基金を創設した。国の指導に応じ

ること、国へ救済基金創設を働きかけることを

求め、企業の社会的責任を果たさせることが重

要」と述べ、当日の日程を全体で確認した後、

要請行動を開始しました。

ケイミューへの要請行動では、クリスタルビ

ル内ケイミュー入口前のトイレ横のスペースに

て要請・意見交換を実施し、企業側は社員・役

員の出席はなく、代理人の弁護士２人が対応し

ました。私たちの要請項目への回答はなく、冒

頭、企業側弁護士より「被害をどうこう言わず、

建材が使われたかどうかが問題と考えている」

との発言があり、被害に正面から向き合わない

無責任な対応でした。

各原告より被害の重さと解決を求める発言が

行われ、九州・柴田遺族原告より「なぜ被害者

の声を録音しないのか。職人の仕事のおかげで

あなた達は立派な建物で仕事している。取締役

に被害者の声を聞かせたい。被害者を見なさい」

と強く求めました。

最後に、11 月２日の要請に必ず取締役が対応

するよう、企業側弁護士から取締役会で進言す

ることを求め、「それも含めて要請の内容は会社

に伝える」と企業側弁護士が回答しました。

日本インシュレーションへの要請行動では、

企業側・金子情報管理部長より、「個人的には被

害者の苦しみ大変さ理解できる。心苦しい思い。



北九州労健連ニュース １２6 号

地域の運動が国を動かす！！

2017 年 10 月 2 日厚生労働省は、石綿（アスベ

スト）工場の元労働者がアスベストによる肺が

んや中皮腫、石綿肺、びまん性胸膜肥厚などで

労災認定を受けている方々やその遺族に対し、

国賠訴訟を起こすよう案内通知を個別に送付す

ると正式に発表した。

これは、2014 年 10 月の泉南アスベスト訴訟

最高裁判決を受け、国が規制権限を行使し石綿

工場に局所排気装置の設置を義務づけなかった

ことが、国家賠償法の適用上違法であると判断

されたからです。国賠の対象者は 2,314 人、う

ち現住所の確認が取れている方々756 人に対し

ては 10 月上旬にリーフレットを送付するとい

うことで、残り 1,558 名の方々は、現住所の確

認が出来次第送付するということであった。そ

の後どうなったのか等は労働局や本省への確認

が必要であると考える。

九州での対象者は５２名。労働局毎の内訳は、

企業も社会的要請に応じるべき」との発言があ

りました。

また、関西弁護団長・村松弁護士より「貴社

〃員も労災認定されている。補償もしているは

ず。建設労働者は皆さんの客。信頼を裏切った。

どこかで必ず解決せざるを得ない。他人事では

すまない。国・企業が救済基金制度をつくって

解決を。10 月判決後がチャンス。事前に判決の

意味を会社として理解し対策をとるべき。もう

解決の時。個人の意見ではなく会社として良い

回答を」と求め、企業側より今後も要請に応え

ると回答がありました。

クボタへの要請行動では、頑丈な門を固く閉

ざし、中にも入れず、門前歩道にて抗議行動を

行いました。最終的に要請書は警備員へ言づけ

ましたが、窓から覗き込む社員も数人いる中、

弁護団・原告より街宣車拡声機にて、宣伝行動

を行いました。

社会的責任を果たし、解決を求める発言を行

い、抗議と国の責任は明確であり、企業の社会

的責任を果たさせ、救済基金制度をつくらせる

ため、世論づくりがますます重要と感じました。

今一度、公正判決署名を旺盛に取り組むことが

必要です。10月ダブル判決を契機に解決させる

ことが求められています。

（福建労北九州支部・平安将隆記）

福岡２４名、佐賀１４名、長崎７名、熊本２名、

大分４名、鹿児島１名に案内が送付されると。

また、2017 年９月末現在、被害者 226 名を含む

原告 433 名が提訴し、被害者 141 名を含む原告

236 名が和解（勝訴）。約 21 億円の損害賠償金

が支払済又は支払手続き中とのこと。

係属中の原告は 197名、請求金額は約 15 億円

となるとのこと。（厚労省発表）

九州では、被害者 22 名を含む原告 79 名が提

訴し、被害者 7名を含む原告 22名が和解し賠償

を受けた新聞報道がされた。最高裁判決が出て

３年目を迎え、ようやく一歩進んだ。この風穴

をあけたのは、佐賀県労働局とネットワークさ

がの仲間だ。詳細は労健連ニュース No123 号を

参照下さい。一方、アスベストばく露により労

災に認定されている方々の中で、若い時に石綿

工場で働いていた方々が今回の案内送付の対象

に入っているのだろうか？という疑問もある。

九州社会医学研究所 青木
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ブラック部活

の実態とは？

全教北九州 副執行委員長 永吉孝一
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